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関 係 法 令

規 則
人事院 1- 4 現行の法律， 命令及び規則の廃止のー

部を改正する規則 38.11.4官報
人事院 15- 1 勤務を要しない時聞の全部を改正する

規則1 38. 1 1. 4 // 

ーーーー咽.r'"ー『、o�・H・�，、』ー�恒ー一一一

人事院は， 国家公務員法に基づき ， 人事院規則 1-4 ( 
現行の法律， 命令及び規則の廃止〕の一部を次のように改

Eする。 昭和38年1 1月4日 人事院総裁 佐藤達夫
第27羽の次に次の一項を加えるつ

28 次に抱げる規則は， 廃止する。 「昭和38年1 1月4 日
施行〉

報

規 則 15- 0 
規 則 15- 2 
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人事院は， 国家公務員法及び一般職の職員の給与に関す
る法律に基づき， 人事院規則15ー1 （勤務を要しない時間）
の全部を次のように改正する。

昭和38年11月4日 人事院総裁佐藤達夫
人事院規則15- 1 （昭和38年11 年 4日施行〉
職員の勤務時間等の基準

（総員IJ)
第1条 職員の勤務時間， 休憩時間， 勤務を要しない日等

の基準及びその実施に関しては， 別に定めるもの のほ
か， この規則の定めるところによる。

第2条 各庁の長〈給与法第7条に定める各庁の長 をい
う。以下同じ。〉は， この規則の実施に当たっては， 勤
務能率の発揮及び増進について配膚、するとともに， 業務
の性質， 地域的事情等の特殊事情並びに職員の健康及び
福祉を考慮することにより職員に対する適正な 勤務条件
の確保に努め なければならない。
〈職員の勤務を要する時間〉

第3条 職員の勤務を要する時聞は， 給与法第14条に規定
する勤務時間（以下「正規の勤務時間」とし、ぅ。〉及び
第10条の規定により勤務を命ぜられた 時間とする。

2 職員は， 勤務を要する時間以外の時間を自由に利用す
ることカlで、きる。

( 1週間の勤務時間〉
第 4条 給与法第14条第1項の規定に基づく勤務時間は，

1週間について4 4 時間とする。
（正視の勤務時間の割振りの権限〕

第5条 前条に規定する勤務時間の割振りについては， 会
計検査院の職員にあっては会計検査院が， 人事院の職員
にあっては人事院が， その他の職員にあっては内閣総理
大臣がそ れぞれ定めるものとする。

2 給与法第14条第2項文は第3項の規定に基づく勤務時
聞の割振り については， 各庁の長が定めるものとする。

〈勤務時間の割振りの基準〉
第6条 第｛条に規定する勤務時間は， 特に支障のない限

り， 月曜日から金曜日までの 5日聞においては 1日につ
き8時間となるように， 土曜日においては4時間となる
ように割り振るものとする。

2 各庁の長は，28日をこえない期間ごとに， 正規の勤務
時間を割り僚られた日6日につき1日の割合で勤務を要
しない日を設ける場合には， 給与法第14条第4項ただし
書の規定に基づく別段の定め をすることができる。 この
場合において， 正規の勤務時聞を割り振られた日が引き
続き24日をこえないようにしなければならない。

〈休憩時間〉
第7条 各庁の長は， 正規の勤務時間の途中において， お
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おむね毎4時間の所定の勤務の後に，30分以tの休憩時｜第10条各庁の長は，公務のため臨時又は緊急の必要があ
聞を置かなければならない。 ｜ る場合には，正規の勤務時間以外の時間において も，職
（休息時間〉 ｜ 員に勤務することを命ずることができる。

第8奈 各庁の長は，できる限り，正規の勤務時間につきI 2 各庁の長は，前項の規定により，職員に勤務すること
15分の休息時間を置かなければならない。 ｜ を命ずる場合には，職員の健康及び福祉を害しないよう

2 休息 時間は. 1E規の勤務時間に含まれるものとし，こ
れを与えられなかった場合においても．繰りこさ れるこ
とはない。

3 休息 時間は，勤務時間の始め又は終りに置いて はなら
ない。
（勤務時間の割振り，休憩時間及び休息時間の特例〉

第9条各庁の長は，業務若しくは勤務条件の特殊性又は
地域的若しくは季節的事情により，前3条の規定による
ときは，能率を甚しく阻害し又は職員の健康若しくは

安全に有害な影響を及ぼす場合において ，これらの規定
により難いときは，人事院の承認を得て ，勤務時間の割
振り，休憩時間及び休息時間につき別段の定めをするこ
とができる。
（正規の勤務時間以外の勤務〉

に考膚、しなければならない。
（経過規 定〉

第11条 昭和38年11月3日における規則15-0 c職員の勤
務時間〉 ，規則15ー1 （勤務を要しない時間）及び規則

15--2 （休息、時間〉 の規定に基づいて 行なわれた決定，
処分その他の行為は，この規則の相当規定に基づいて行
なわれたものとみなす。

諸 会 議

第9回評議会 (11月15日〉
（議題〉

I 1. 昭和39年度経済学専攻 科学生募集要項 につ いて
ド 昭和3 9年度工特攻科学生募集要項について

3. 入試配点について

人 事 異 動

現 官 職｜氏 名｜ 異 白 内 容 ！発令年月白1発令庁
も撃
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学 内 諸 報

横田学長に北日本文化賞
北日木新聞社が，地方文化の振興と地方自治発展につく

した人をたたえる「北日木文化賞」の表彰式は，菊かおる
H文化の日μ の3日If前10時から吉田県知事ら来賓を迎え

北日：卒、新聞社講堂でおこなわれた。
この日，本学横田嘉右衛門学長も，米沢元健，牧野平五

郎氏らとともに晴れの受賞者として 選ばれたが，横田学長
受賞の理由はつぎのとおり。

昭和i9年以来，富山薬専校長，宮大薬学部長を17年連続
つとめ，幾多の薬学者を全国におくり県下の薬事振興に尽

1ヵ，阻置家庭薬業界近代化の推進力となったoまた学蹴
任後は富大各学部の拡充，施設の充実につとめ，とくに和
漢薬研究所の創設， 修士制度を確立した。

永年勤続者の表彰
多年本学：包括！日侍IJ学校を含む〉および教育関係に勤務

精励した職員に対する表彰が，勤労感謝の目を期し本学
後援会と共催でおこなわれ，下記9氏に感謝状と記念品が
贈呈された。

記
1.と き 11月22日（金〉 午前1 I時
2. と こ ろ 本部会議室
3. 永年勤続者
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報
文理学部 〈助教授〉 森 谷 佐三部

。 （ 。 〉 佐 口 透
教育学部 （ 。 〉 蔵 島 茂

庁 （グ〉 岩田 弘
。 く。〕大沢欽泊
。 （教 諭〉 島 田 秀 信

経済学部 （教授〉 花 井 益
。 《事 務官〉 扇谷甚右衛門

附属図書館（事務長〉 那 智 平八郎

教育学部附属学校長改選

教育：：f.部附属小学校長 （附属幼稚園長兼務〉 玉生正信，
同附属中学校長和田徳一の両教授は，12月15日で任期満了
のため，1 1月20日；教育学部教授会において，次のとおり次

期附属学校（園〕長候補者を選定した。
記

1. 鴨会話菌室教授沢泉重夫

2.附属中学校長教授高森乙松
なお，任期は2 年，12月16日付で発令の予定。

体育館の開館式
学報第46号（ 9 月号〉に既報のとおり，本学体育館は，

とのほど完成，富山大学設置期成同盟会から本学に寄附さ
れたが，その開館式は披露をかねて，11月16日（土〉午後
吉田知事らを迎えておこなわれた。

なお，開館式についで，記念行事としてレギνージョン
トランポリン の模範演技と，教育学部体育専攻生や創作舞
踊部学生によるモダンパレエの公開があった。

部局対抗ソフトとバレー大会

昭和38年度富山大学職員部局対抗のソフトポールとパレ
ーポ戸／レ大会は，それぞれ下記のとおりおとなわれた。

図

教

記
〔ソフトボール大会〕

1 .と き 1 1月5 日 （火〉 午前9時～
2.と ころ 本学グラウンド

3. 試合経過 （部局対抗トーナメン ト）
一－;O ,@ 6 
－一一以 I I CJ トー⑦ ： 6 一一 ｜
一一一 14 I I � 
一一 写－ 3 ＠一「

4.競技成績 優勝文理学部 （A） チ ー ム次勝経済・短大連合チーム
〔バレーボール大会〕

1 .と き 11月30 日 （土） i 2時30分～
2.と ころ 本学体育館

昭 和3 8年11月

3. 試合経過 （予戦 リ ー グ ・決勝ト 戸 ナ メ ン ト〉
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昭和39年度富山大学経済学専攻科

学生募集要項 〈抜粋〉

① 募集人員
経理経営専攻 10名

＠ 入学資格
1. 経理経営専攻と関連ある経営学科，商ザニ科及び経済

学科を終了した大学卒業者
2. （略〉

① 出願手続
入学志願者は次の書類を一括して入学検定料1,500円を
添え出身大学を経由の上，富山大学経済学部学務係へ提
出のこと。
1. 入学願書，履歴書
2. 写真2葉
3. 調査書
4. 卒業（叉は卒業見込〉証明書
5. 健康診断書
6. 返信用封筒

＠
願

書受付期間
昭和39年3月21日 （土）より
昭和39年3月30日〈月〉 まで

① 選考方法・期日・場所及び学力検査学科目
合格者の決定は出身大学の調査書，学力検査及び健康診
断等の総合判定による
学力検査

昭和3 9年4月7日（火〉 午前 9 時より
健康診断

昭和39年4 月7日
〈

火〉午后3時より
検査場所

富山大学経済 学部
学力検査学科 目 及び時 間割

｜ 時 間 I 9. oo - 12. oo I 13. 00-14. 30 

i 検 査 ｜経営， 商学， 経済｜
｜ ！ 竺一 目 ｜ のうち よ り2 題 選｜ 英 語

！択 〈論文〉 ｜

15.00 

健 康
診断

- 3ー



第48号

① 合格者発表
昭和39年4月13日（月〉
本学部に掲示すると共に本人に通知する

その他

1 • 1 11願書類の郵送は必ず書留郵便とする こと

2. その他詳細については富山大学経詩学部学務係に照
会せられたい。

昭和39年度富山大学工学専攻科

学生募集要項 （抜粋）

① 募集人員

電気工学専攻 5名 工業化学専攻 5名
金属工学専攻 5名 機械工学専攻 5名

① 出願資格
1. 工学専攻と関連ある理科系学部学科を修了した大学

卒業者
2. （略）

① 出願期限及び願書提出先

1. 出願期限 昭和139年3月1日～15日迄
2. 提出先

高岡市古定塚
宮l L ！大学工学’部学務係

① 出願書類等
1. 入学願書・履歴書
2. 最終出身学校の調査言及び卒業証明書叉は卒業見込

証明書
3. 健康診断記・
4. 写 真
5. 検定料1.500円
6. 現に職にある君！？は所属長の受験許可書

7. 返信用封筒
① 選 考 方法 ・期日及び場所

入学者の選考は出身学校の調査書・学力試験及び健康診
断によって行う。

学

昭和39年度富山大学経営短期大学部

学生募集要項 （抜粋〕

① 募集人員
経営科第二部

① 出願資格 （略）

① 出願期眼

80名

昭和39年2月18日（火〉から2月27日〈木〉まで
郵送の場合も2月27日（木〉まで必着のこと
受付は日曜日を除き毎日午前10時から午後6時まで，た
だし土曜日は正午までとする。

④ 出願手続
つぎの書類等取りまとめ出身学校長から提出すること
郵便によるものは書留とし， 封筒の淡に「入学願書」と
朱書すること。

1. 入学志願票
2. 写真票
3. 調査書
4. 健康診断証明書
5. 入学検定料 1.500円
6. 返信用封筒
7. 受験承認書

① 入学願書提出先
富山市五福3190番地 官山大学経営短期大学部

⑤ 入学者の選抜方法
入学者の選抜は学力検蒜， 調夜警および健康診断の各

成績を総合して行う。

1. 学力検査
次の4教科について， 高等学校卒業の学力限度を原洋．

と し て検査する 。

竺五五日了五五了五一手科Le�思 ｜
｜ ｜数学 I ｜ ｜ 

国 語｜社会， 商業簿記｜統計， 対数表によ｜ i 
（甲） ｜のうちいずれか｜る計算および計算 ｜ I 

学力試験 3月25日（水〉午前9時より I I 

科目 ｜ （漢文を I 1 科 目 を選択� I�� ·�襲： 品単 ｜英 語 （
除く） ｜る。 ｜および投影図なら｜ ！ 

I iびに三角菌数を除｜ i 
健康診断については当日指示する。 ｜｜ ｜ 
試験場所 富山大学工学部 ｜ I 2. 健摂診断

く。 I i 

① 入学許可者発表 ｜ 
｜ 3月25日（水〉午後3時15分から診断を必要と認めた

3月31日工学部内に掲示し同時に木人へ通知する。 ｜ ｜ 者について実施する。該当者の受験番号及び検設の詳
① 一般注意事項 （附 ｜ ｜ 細は学力検査終了後検査場に掲示する。

その他 ｜ I 3. 検査日及び時間表
詳細については富山大学工学部学務係に照会せられた ｜
ぃ。 （電話高岡2局2510番〕 ｜｜月日 （曜） ｜ 時 間 ｜検査教科

脱出願書類 等の請求 ・ そ の他照会等には 返 信用封筒 ｜｜ --- 1二王五－了時～同 10_1L_［�豆：
（切手刷〉を附のこと。 I I 3月25日 ！ －ι��J喧担金ニ�＇担金＿＿ u1喧豆

｜ ｜ ｜ 午 後零時 3Q分～ 同1時30分 ｜ 社 会
I I C7.k) I - 一 一 一一一一一一一一一 ｜一一－11 1--i幻土�－＿＿＿］ ��－�：＿＿ 

I ｜ 午 後 3 時 1 5分～ 健 康診断
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4. 検査場所

宮ILi大学経営短期大学部 市I Ii市五橋3190番地
⑦ その他

受験手続に関する詳細は経営短期大’宇部ヘ閉会すること。
なお合格者は3月31日（火〕午後5時本学に渇示し，E日ー
つ， 本人へ通知する。

昭和39年度

国立富山工業高等専門学校

入学候補者募集要項 （抜粋〉

I . 募集入員
機戒工学科
電気工学科

工業化学科
Il. 出額資格

40名1
40名）計120名
40名J

1. 中学校もしくはこれに準ずる学校をヰ業した者〈昭
不139年3月卒業見込みの者を含む〉

2. 1控督月の定めるところにより中学校卒業と同’；字以トー
の学力があると認められた者

][ ' 入学願書受付期限

開手r139年1月30日（木〉から昭和39作2月8日（士〕ま
でとする。

w. 出願方法

1 志願者は出身中学校長を経て次の害類等を作技し，

間立；，；f山工業高鳴専門学校入学候補者選考委民会に申

込む。
郵便によるものは拘留とし， 封筒の表｛て「高専入翠願
害Jと朱書するとι》

2. 提出書煩�
(1）入学願書

(2）調査書
(3）健康診断証明需
(4）写 真
(5）通信用封筒

3. 入学検定料 i .500円
留意事項

昭和羽生存11月

2. 学力検査
(1）学力検査は筆容試験とする。
(2) 11\題する教科は，｜主l!TI凡社会， 数学， 理科および

英語の5教科とする。
(3）検査日時

2月別｜午後2時～3時｜午り雅弘
｜

（土） ｜ 国 語 ｜ 数 学

l一一竺竺｜二一七二二2 rl 23日 I I - i 
（日 ） ｜ 社 会 ｜ 理 科 ｜ 英 語

3. 健康診断
2月23日午後2r守30分より診断を必要と認めたものに
ついて宍施する。

4, 学力検査の突施場所
；；：＜；山市芝園町3の1 市山市立芝間中学校

5. 入学候補者の発表
昭和39年3月5日（木）午前9時計ii！大学に掲示する
とともにネ人に対しては現住所あて通知するの

6. 受験上の注意 （附
VII. その他

1. 合絡者の発表は， 入学候補者として行ない， 昭；有139

イf4月以降伊校が発足した際， J:Ej＼に学校長名により

あらためて入学許可を行なう。

2. 結核性疾患，伝染性疾j品， 色盲， 強度の色弱， 身体
ff:<Ui等で就学に耐えないと認められ之、者は入7：を許可

しないことがたる。
3. 入学決定後健康診断証明書の記殺とキi'I巡する事実が

発見された場合は入午：をJ�消すことヵ：ある。

4. 授業料， 入、y’料等は次のとおりである。
授業料年額 9,600円

入 学 料 1.500F1i 
5. 昭和39年4月より収容人員56名の寄午前舎を開設す

る。

国立富山工業高等専門学校入学案内

1 . 1.自j 立 昭和39主f4月1日
(11用紙は入学候補者選考委員会で準備したものを侠 I 2 ヨ 的 深く工業・に関する専門の学芸さを教授し， 職

J11する。受験新望者－は， 用組：を委民会に［kl按または

自己のあて名を記し1OFLl切手を貼付した封筒を同封
の上申し込むこと。

(2）～（5) （略）

v. 入学額香提出場所

業に必要な名称ーの能力を育成することを：1

的としてし、る。

3. 修業年限 5ヵ年

4. 学科と募集定員 機械工学科 電気工学科 工業化学

科 各40名
�.－；＼：I ii!T五宿3' i 90 β！ L!大学学生部！大1 I 5. 校地・校舎 所在地 沼山市本郷町

＇，·：�111工業高等専門学校係 ！ 校地は約30.0SO坪， 校舎等は鉄筋コンクリート造りで約

百． 選考方法 I s2s坪を建築中〈将来約3, 100坪の校舎が完成する子

1. 選考は， 学力検奈，出身学校長からの調査書および｜ 定〉
健：炎診断証明書にもとづいて行なう。 i 6. 寄宿舎 自宅から通学が困難なもののために寄宿舎を
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第48号

設け， 入学者の約半数が収容できる。（約210

坪を建築中であるが． 将来約714坪の寮が完

成する予定〉

7. 入学時に要する経費 (1) 入学料 1.500円

(2）授業料 前期分 4.800円（3）教科書費，教材

費等 約5,000円 入寮する場合 寄宿料 月額300

円 食費その他雑費約4,000円～4,500円

s. 奨学金 （時〉

共済組合だより

箱根湯本の青風荘
一一 新築落成について一一

共済組合連合会箱根湯本の青風荘は， 新築中のところ，

このほど落成し， 次のとおり12月1 Elから開所される。
記

名 称 共済組合連合会箱根湯本保養所 青：風荘

所在地 神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋185

電 話 箱 根（5) 5 1 2 4 

宿 泊 定員90名 室数＝26室

利用料金 1 泊2 食750 円

その他詳細は， 連合会本部施設課へ照会のこと。

職 員 消 息

〈住所変更＞
教育学 部

教 授 和田徳一

教 諭 森田 弘
薬 学 部

教 授 榎本三郎

助 教授 吉 井 英 一

技 官 星野重孝

工 学 部

事務員 山 口 清一

短期大学部

助 手 藤本利朗

主 要 日 誌

区二三主｜
11月3日 文化の日

。 学長． 北日本文化賞受賞（北日本新聞社〉

4日 富山工専入学候補者選考委員会

� 守

5日 学内職員部周対抗ソ7トボ－；レ大会

6日 服務制度説明会（金沢〉

庁 国大協第3・4常置合同委員会

6・7日 文理学部関係国立大学長会議（学士会館〉

7・8日 国立大学協会総会

8日 入試管理委員会

庁 大学学術局学生課久保田， 宮沢両事務官来学

9日 東海北陸地区会計 部課長会議

11日 日本育英会秋季地区別大学事務協議会（金沢大）

庁 原子力同位元素委員会

15日 評議会（第9回）

16日 大中臣衆議院文教委員来学
，， 体育館開館式

.,,, 入試専門委員会

，， 本部親和会懇親会（草津鉱泉〕

18日 説田学術情報主任官来学

18～20日 共済組合〈短期〉事務担当者打合会（本郷会館）

20日 富山工専入学候補者選考委員会

22日 永年勤続者表彰式

，， インフルエンザ予防接種

22～24日 北陸3県・大学芸術交歓祭

23日 勤労感謝の日

25・26日 共済組合（長期〉事務担当者打合会

26日 補導協議会

2 8日 事務 i協議会

30日 学内職員部局対抗バレー大会

1－－�－苧竺旦 ｜
11月6日 教授会， 人事教授会

7日 県教委との就職協議会

9・10日 学部職員秋季レク リ エFジョン（宇奈月〉

11日 会計内 部監査

20日 学部補導委員会

22・29日 インフルエンザ予防接種

26日 文学科会議， 理学科会議

27日 人事教授会

｜教育学 部｜
11月6日 教務・職業補導合同委員会

7・8日 日本教育大学協会北陸地区第2部会美術科研究

協議会

8日 学部紀要編集委員会

11日 学部補導委員会

，， 附属学校長候補者選考委員会

13日 人事教授会

14日 大学問題対策委員会と教務委員会の合同会議

18日 教科別就職協議会
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報
19日 学部補導委員会

20日 学部紀要編集委員会

庁 教 授 会

25日 郡市教育機関関係者との就職協議会

27日 学部補導委員会

11月14 日 教授会（第14回）

18日 国立大学経済学部長会議（虎の門共済会館〕

21日 40周年沿革史編集委員会

｜薬 学 部｜
11月1～3日 日本薬学大会〔東京薬科大学〕

2日 遠久架寮祭（学生主催〉

6日 講座主任会議

7日 大学学術局学生課久保田八郎事務官来学

7～10日 奥田祭（学生主催〉

12日 千葉大学薬学部長湊顕教授来学

13日 人事教授会， 薬学研究科委員会

。 学部補導委員会

14日 金沢大学薬学部長荒田義雄教授来学

17日 学部職員レクリエーγヨン（小111温泉〉

。 金沢大学薬学部との学生交歓会

18日 京都大学薬学部上尾庄次郎教授来学

19日 長崎大学薬学部事務長馬瀬敏顕． 会計係長中島

雅人の両氏来学

25・26日 会計事務監査

28日 東京工業大学崎川範行教授来学

府 インフルエンザ予防接種

L－�－学 部l
11月 3日 学部職員秋季νクリエーγヨン（千芳ケ原〉

7日 消火器取扱い演習
8日 大学学術向学生課久保田八郎， 宮沢典雄の両事

務官来学

11日 工学部生協開店（食堂も開設〉
13日 一般教授会

庁 自衛隊舞鶴管区安達一佐， 寓山地方連絡部山口

二佐の両氏来学

20日 専任教授会

27日 一般教授会， 専任教授会

28日 インフルエンザ予防接種 （1回目〉
28～29日 学部会計1j�務監査

昭和38年11 .a 

｜附属図書館 ｜
11月11日 薬学部分館移転作業開始

12日 図書館商議会（第3回〕

13日 本館内事務打合会

29日 工学部分館会計事務実地監査

30日 薬学部分館移転作業終了

｜経営短期大学部1
11月6日 教官会議

昭和3 8年12 月20 日

印刷 所 昭和印刷株式会社
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